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社団法人地盤工学会 平成22年度 第 5回総務部会 

議 事 録 

 

 日 時：平成22年 10月8日（金）15:50～16:45   場 所：学会3階会議室 

   出席者： 風 間  基 樹  部  長 ○    村 上    章 副会長 ○      西 江 俊 作  理  事 ○ 

       奥 野 哲 夫 理 事 ○      木 村   亮 理 事  ○     一 戸 敏 也  部 員 × 

       田 中  耕 一  部 員 ○    宮 田  喜 壽  部 員  ×     八 塩 晶 子  部 員 × 

        事務局：戸 塚     弘  ○    事務局：浅 野  有 三  ○ 

（議事録担当者： 田中 部員）                           （○：出席、×：欠席） 

 

議    題： 

【報告事項】 

１．経理関係報告 

１）9月末現在経理報告                〔別紙－1〕p. 1、〔別添資料－1〕 

・西江理事より報告がなされた。会費収入は減少傾向、事業収入は大きく減少している。一方、支出も大幅に減

っているため、現状で収支差はプラスになっている。今後の動きを注視したい。 

２）支部往査の件 

 ・東北、中国支部に赴き、監査する予定であったが、公益法人化で本部・支部とも多忙のため、今年度の往査は

中止する事とした。 

２．広報関連報告 

１）広報委員会開催報告           〔別紙－2〕pp. 2-4 

・奥野理事より、広報委員会の活動報告がなされた。 

２）公益法人認定後の広報活動           〔別紙－3〕pp. 5-11 

 ・公益法人認定後の広報活動に関し報告があった。デジタルパンフレットに関し、①～③の項目ごとに業者見積

もりを取り最安値の業者を選定した。①パンフレット内容の作成、②デジタル化、③ＵＳＢ作成の予算 180

万円に対し総額 150 万円くらいである。歴代会長のパネル作成費（40 万円）も広報の予算より出すため、若

干オーバーする予定。  

３．公益認定の状況およびその対応           〔別紙－4〕pp. 12-14 

 ・10月 1日付けで認定等委員会の答申書が出された。認定書に関しては10月 20日頃に受領し、11月 1日に公

益法人の登記をすることにした。支部の臨時総会は11月中旬を中心に行われる予定である。 

４．その他 

１）訃報 

名誉会員、功労章受章 斉藤迪孝 氏（元 応用地質調査事務所 取締役）（22.10.4逝去） 

・追悼文に関しては、福岡先生に打診中である。また、名誉会員の訃報、追悼文に関し簡素化する方策（現状で

は全名誉会員が対象になっているが、一般の名誉会員と、会長・副会長経験者を分ける等）を今後検討する。 

【審議事項】 

１．支部交付金の前期交付額（11/1付け送付） 〔別紙－5〕p. 15 

  ・既定の計算式に従って算出された前期の支部交付金案が承認された。 

２．公益法人関連 

１）記念講演会の件 

 ・1月14日の本部臨時総会終了後に、公益法人協会の太田理事長に記念講演をお願いする予定である。 

  当日のスケジュールとしては、以下の案を考えている。 

15時～16時 臨時総会 16時 15分～17時 15分 講演会 17時 30分～祝賀会 

２）記者会見の件 

  ・デジタルパンフレットが完成する、11 月末頃をめどに、公益法人化の記者発表を行う予定。記者発表で

は公益法人化となった後の学会の運営方針も示す必要がある。この議題は 10月の運営連絡会議に諮るこ

ととした。 
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３）通常総会開催日5/30の日程の件（新定款：事業年度終了後75日以内） 

  ・5/13理事会で総会議案書の最終承認を経て代議員への書面表決のための日数が必要になる。従来の定款では2

ヵ月以内に総会を開くことになっていたので、5月30日を総会の予定日としていたが、新定款では75日以内

に総会を開くことになっているので、今年度は6月10日（金）を予定日としたい。運営連絡会議に諮ること

とした。 

４）公益法人化に伴い「千石駅」構内の案内表示の依頼           〔別紙－6〕pp. 16-17 

  ・千石駅の出口表示に、地盤工学会の名称を入れてもらうよう都交通局に申請する。（過去に申請し認めてもら

えなかったことがあるが、公益法人となった今回の機会に再度申請してみる。） 

３．総務部からの事業企画賞の候補案選出 〔別紙－7〕pp. 18-19 

  ・特になし 

４．岩の力学連合会の事務委託費の削減要望 〔別紙－8〕pp. 20-21 

  ・現在、岩の力学連合会の事務作業を年額250万円で地盤工学会事務局が請け負っている。今回、連合会より

年額を200万円に減額してほしいとの要請があった。金額の問題以外に、公益法人化後、事務処理を地盤工

学会が請け負えるのかどうか疑問が出された。事務局で弁護士、会計士に確認をとることとなった。 

５. その他                                                 

１）共催、後援、協賛等の依頼【①～⑦は総務部長の承認済】 〔別紙－9〕pp. 22-43 

 ①「第60回理論応用力学講演会」の共催及び運営委員の推薦  

主催：日本学術会議「機械工学委員会・土木工学・建築学委員会合同IUTAM分科会」 H23.3.8-10 

 ・運営委員：野田利弘氏（名古屋大） 

②「第4回日本耐震グランプリ」の後援 主催：日本耐震グランプリ実行委員会 H22.11.11 

③「平成22年度地盤改良用石灰セミナー」の後援 主催：日本石灰協会 H22.12.8，23.2.16 

 ④国際シンポジウム「Geo-Environmental Engineering 2011」の協賛 主催：香川高専他 H23.5.21-22 

 ⑤「沿岸域の開発プロジェクトと新しい技術の発展に関する国際シンポジウム」の後援 

                            主催：港湾空港技術研究所他 H22.12.14-16 

 ⑥「ものづくりシミュレーションの品質向上を目指して講習会」の協賛 主催：日本計算工学会 H23.1.11 

 ⑦「平成22年度第1回土木設計技術講習会」の共催 主催：埼玉県建設コンサルタント技術研修協会 H22.12.2 

２）HP、メールニュース等による会員への周知【①～⑤は総務部長の承認済】 〔別紙－10〕pp. 44-68 

①「緊急連絡：元気な日本復活特別枠」に関するパフリックコメント募集（締切日：22.10.19） 

日本学術会議よりの依頼 

②「第38回環境賞」の推薦依頼（募集締切日：23.1.21） 日立環境財団よりの依頼 

③「平成23年度河川整備基金助成」の募集（募集締切日：22.11.30） 河川環境管理財団よりの依頼 

④「平成22年度日本アンカー協会研究助成」の募集（募集締切日：22.11.30）日本アンカー協会よりの依頼 

⑤「2011年度鋼構造研究・教育助成事業」の募集（募集締切日：22.12.7）日本鉄鋼連盟よりの依頼 

３）議事録の確認 

① 9/15   総務部会                                                  〔別紙－11〕pp. 69-72 

② 9/24  理事会                                 〔別紙－12〕pp. 73-82 

４）次回の総務部会、理事会等の開催期日の確認  

① 正副会長会議  10/22(金)    13:00～14:00 

② 理事会   （10月は休会） 

③ 運営連絡会議  10/22(金)    14:30～16:30 

④ 表彰委員会幹事会  10/22(金)    16:30～18:00 

⑤ 総務部役員会  11/12(金)    14:30～15:30 

⑥ 総務部会   11/12(金)    15:30～17:30 

５）総務部からの10/22運営連絡会議提出議題の確認 

① 審議事項： 公益法人化に伴うデジタルパンフレットの内容、記者会見の件、岩の力学連合事務委託費の件 

② 報告事項：経理関係報告、支部交付金の交付額、広報関連報告、公益認定の状況およびその対応 


